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えぐちきち
大正政変・・1913＝      生。父熊吉は千葉県生れの博打渡世人，母ユウは栃木県の生れ。

この夫婦は明治42年ころ流浪の果てに群馬県利根郡川場村の博徒金五郎親分のところにわらじをぬいだ。き
ちは長女で，上に精神障害の兄広寿がおり，4つ下に妹たきがいた。父熊吉は正業につかず，母ユウが小さ
な家を借りて，うどん・馬肉・酒などを商う栃木屋という店を出して生計を支えた。
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河井・島本らにより日記と367首の歌が選ばれ，翌年｢馨の麓｣として刊行された。自殺の裏には村の妻子あ
る名望家宮田某との恋愛関係があり，このことを書いた手記などを収めた｢江口きちの生涯｣(島本久恵著〕
が昭和42年に出版された。


